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はじめに
背少年の健全背成がl時ばれてから，すでに多〈ω年}jをnている
にかかわらず，非行(犯;>>行為・触法行為・ぐ犯行為・その他の不
足行為) は依然と して~加の傾向Kあり， その原因を究明して~ま
しい対策を樹立することは，学校を含めての社会ω重要なi軍司であ
る。
昭和38 年決犯罪日~}tち少年非行の特色とし℃行為2慈賞化・
非1の集悶|じ・累犯少年の治加・年少少年非行のj骨加・在?少年非
行の期加・中流~:H4北ítの嶋加・大!.t市への集中{t， の1Jj'j日を
あげている。このように非行の低年令化・集何%の傾向は憂慮すべ
才とどである。現任授においても，集団{じした非行が昨年頃から暴
力行為・破 J~行九として!J，!btも その指導対妓に企f~n があたって
いる衿 甘i等方法等統一1じされていない窃状である。 ζωように災
同化した非行を.中学~という枠ω中で，どのような対策を立て j~
~していくととが望ましい il\ .f，~~を試みるためにζの主泌を改定
する。
第lR矢田e:iギル7ォド位絡役立ωfl1-'riEIJ比絞
子ぺと A JSj B -'ri c !¥'l 平凡 1 安定b'il幅呼J 伊定制局総)JiI!J
IPr.Y (Hfill) 2 (2 0) 2 (2 0) I (1 0) 
乙(，f(止常m 1 (3 5) 4 (2 0) 4 ( ~ 0 ) 
9 6 
I 少年非行化の要因
r;Jff行動ω多<11，その背後に必然的に非行を導きだすような
非行的傾向をもち，そω上に偶然的な:1，'況が作用して生ずるJeい
われている。レピンは，人間の行動を次のような式で表わしている。
B圃 f(p， E) 伊:人間ω行動， P:人協， E:全体的
保問
tHもA聞の行動であるから，人絡と全体環境の伺互作mで起き
て〈るととが考えられるaそとで非行化の要因をA絡すなわち個体
的要因と尽境的要因に分けてみて調jlf.研究を実施l，~四日IJ に考察
検討したい。
1 個人的要因
( 1 1 性絡倹査を通じての非行!~傾向をもっ生徒の性絡符撤
7 往絡検査名 矢田部ギル7オド性格倹査
イ 学年・性&1] 中学3年生男子
ヴ 対 ~ orp群(非行計) 1 0名
(単独または集団で窃盗・暴力行為を行な
勺た生徒または不良傾向の強い生徒)
D乙群(正常的 2 0名
(非行生徒と知能偏差値・家庭環境の額似
した生徒を対司目的に非行生徒l名につき
2名ずつ選1した。)
エ 羽査の検束と巧i1
① m型別比較
D 究l E Ji1 
計不安定li~彬不適応却 不安定結極非行型
1 (1 0 ) 4 (4 0) 1_O (1_00) 
3 (J 5) 2 (1 0) 20(100) 
6 3 0 
~弘 ( )内は百分比〕
との J1:;校友から，非行併では不安定結極~f.rr型 (E型)・ 正常 l揮 では平J!.~ (A型)曲、それぞれ他のnよりも多〈認められる。
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@性格特~比絞
???
?
矢田部ギル7才ド性格段査の性絡特徴比較
乙 (正常時)
| 湖底 ¥ A担 B型 C理l D司1 EI¥1 計
D 7.7 3.& 6.5 12.7 10.5 41.2 
C 且t 亘3 1.5 10.0 12.0 42.9 
I 31 3.0 1 2.7 7. 0 36.1 
N &.6 5.0 5.3 10.3 13.0 42.2 。 g.l 3.8 8.& 9.0 9.5 40.2 
Co 7.9 5.8 5.0 9.3 12 0 40.0 
Ag 10.9 7.0 6.8 8.0 13.5 46.2 . 
G 10.7 13.3 9.5 4.3 12. 0 U8 
R 10.0 .10 83 10.7 15.0 48.0 
T 量l 7.3 7.5 10.3 9. G 43.2 
A lL1 6.3 130 13.1 5.5 49.9 
S 9.4 7.5 10.5 13.0 6. 0 46.4 
計 1110 72.1 91.0 124.0 125.0 526.1 
???
?
第2圭
申 ~f (非行 n) 
注連LA型 B型 C型 Dl! E型 計
D '8.5 4.0 4日 15.0 9. 5 nO 
C 8.1I 8.5 5. U 12.0 1 2.5 4邑日
I 115 u 8.0 16.0 10.8 50.3 
N 7.0 5.5 10.0 J4.0 115 180 。 9.0 3.5 &.0 9.0 113 40.8 
Co 9.0 7. 5 9.0 T. 0 10.8 43.3 
Ag 110 H5 6.0 '1 0 15. 8 54.3 
G 1 20 lI.S ιo O.O 13.3 5 0.8 
R 135 1 8.0 15.0 9.0 ) 1. 8 133 
T 10.5 6.5 3.0 12. (1 且5 40.5 
A 10.0 1 05 12.0 9.0 1 2.0 53.5 
S 10.0 3.0 15.0 12.0 9. 5 49.5 
計 120.0 9 5.日 101.0 132.0 143.3 5913 
? ? ?
?
?
群111正常t'fIt比してR(のんき・衝動的な性質)1 (劣等感)が大
きし T (思考的外向)の傾向が強いζとがいえる。 cl検定によ
る)
以上のととから切らかになった性格特徴It，非行生徒では窃動性
が強<.劣等感が大きい。非行化しない生徒では物事をよく考える
Eとである。
(2)知能主非行との関連
知能が低ければ適応へのハンディヰγッアとなり劣等感が生じま
た行動の結"を充分担こ判断できないために非行におちいりやすいと
考えられる。とくに精神薄弱者で民監督不足の環境下において非
行をまねたり，非行K誘われる危検が大きくまた浮浪・放火・性犯
罪などの特殊な不適応非行κおちいる市がいくらか高い主いわれて
いる。しかし}方知能の低いものは素朴で社会生活が単純だという
点から，非行におちいりに〈い点も認められる。 一般には知能の低
いととはどくわずかではあるが非行tおもいりやすい個体的要因の
一つであって， 非行者の知能分布は一般の知能分布よりやL低くな
ると指摘されている。
過去において，非行止知能の関係をとらえた統計を示すと~のよ
うになる。
(計を除いた数字t1，それぞれ組点の一人平均を示す)
検査によってあらわれる 1Zの性格特徴
D・抑うつ性… 陰気・悲続的気分・罪悪感の強い性格
C.回帰性傾向一『著しい気分の変化・続きやすい性絡
I・劣等感 一一自信の欠乏・自己の過小評価・不ifi応践が強い
N.神経質一一心配性・神経質・ノイローゼ気味
0・客観的でないとと ーー 空怨的・過敏性
co・協調的でないとと ，不満が多い・人を信用しない性格
Ag・攻撃的ー攻撃的・社会的活動性・但しとの性依が強すdFる
と社会的不適応になりやすい
G.一般的活動性 一 活発な性質・身体を動かすととがjJ.き
R・のんきき 一日気がるな・のんきな・活発・衝動的な性絡
T・恩考的内向.--めい想的・反省的・自己または他人を分析す
る傾向
A・支配的でないとと一一社会的指導性のないとと・服従的
S・社会的内向 .ー-JGしがり・社会的接触をさける傾向
Eの表から雨群の傾向として，非行群ではR・Ag• A・G.I
.S.N.C・Co・D・0・Tの順， 正常群ではA・G・R.S
・Ag・T・C.N・D・0・Co・Iの煩。何鮮の差のないもの
としてD・0・Gがあげられる"!li Cf. QJ顕著な違いを@るん非行
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第3表 非行と知能との関係
(その 1) 諸外国での調査
}]Ij ‘ 研究者 性別 人 数 I Q，平均 研究者 性 人 数 まjペイン ター 男子 5 0 8 0 メ IV 男 子 2 3 6 
，{ 一 ト 男子 I 9 1 8 9 サ 1)パ ン 男 子 3 5 3 9 0 
マツコー 1) 男子 1 0 0 g 5 マ シユ ー 女 子 3 4 1 8 1 
プリ yゾス 男子 1 3 0 g 2 プリyジス 女 子 3 3 8 8 
lヒー リ ー 男子 4.0 0 0 9 0 
(その2) 京都家庭裁判所詞査 (昭和31年度}
1， Q 
% 
? ? ?
2 環境的要因
環境的要因は家庭・地媛・学校などの生活の場が考えられる"本
研究では主として地竣社会をとりあげて考察してみたい。
われわれの社会生活民地銃社会の中で営まれるのであるから少
年非行も地域社会と鈎速をもっている。一般に地場社会民 民村的
綴態と都市的隊態広務別され，両者の性格は著しく異なっている。
そEで2つの頬型の地法社会における少年非行の傾向と，その社会
的原因について考えてみる。比核的単純な社会4骨造をもっ農村と，
社会変化の激しい複雑な都市における少年非行を比較すると，都市
における少年非行が絶対数においても人口比においても，はるかに
高率であるといわれている。いいかえれ瓜少年非行は大都市から
の距書lrc反比列して減少するということができる。非行の種類も両
者でかなり異なってくる。都市では窃盗・殺かつなどの金銭に結び
つつ〈ものが顕著にみられ， 島村では暴行 ・ ~~などの人身犯がお
市より高い事を占めるといわれている。
都市と島村の非行の要因と考えられるものをあげると次のように
なる。
(11都市
T 匿名性
一定の地f.I!的限界の中でいるいろの条件を等しく し相互に筒設が
あり密俵な交俸を続けている胞山村の人宅『ん特定幻家ぬ門聞な
どのにない手であり，その例性的存在在しての行動するζとが要求
きれる。乙れに反し都市においては非常に多〈の人々が多穐多臓の
行動をく り返し政雑{じしているので，個人は全〈無名へとして行動
するととができる。したが勺て，農村のように非行行動の強力な規
制力は存在しない。元来人間の行動t1.個人の欲求主社会的要求止
の関数として生ずるものであるが社会的要求は現在までに内面化さ
れた良JC~起自我となって鋼休に存在しているものである。特定の
行動をするに際して必ず良心の発動があるのが}般である的偲人
のおかれている場の性絡により，良心の発動の程度がかなり異なっ
て〈る。内面化された社会的規範としての良心民現実の社会的条
件にかなり修響をうける。したがって遭名性のある社会では非行行
動が起ιりやすいのである。
イ 生活の異質性
廃山村の人身t1，土地と職業を等しく U一定の地t.i社会区長年
Kわたって密倭な!t触交渉をくり返しているので，非常に等質的で
ある。 とれに対して都市は人有の移動が激しし無数の職業と成育
過程の途いがあるので，非常に異質的となり人間性をはぐくむはず
の近情遊臥集団も第二次的なものとなり，家悠そのものまでも分化
してきているとEが多いので，子どもたちの安心して成長するよう
な場が減少μ情緒不安定な子どもが生じやすい。また人々 の異質
itt)成員の共感を減少せしめ連帯感も乏しくなりがちである。 ζ
のような社会的連帯感の弱化と情緒不安定叫少年非行の要因企考
えられる。
ウ 非行を誘発する場所・陵会
笥人の良心をまひさせるような場所・険会(都市の犯罪誘発的援
能と呼ばれている)が都市には非常に多い。 ζれが匿名性とからみ
あって都市における非行患の高い一因になっτいる.
エ 発見の図I性
都市の非行犯罪で吟 農村Kくらべて発見合:非常に園祭である。
統計資料をみると，東京・大阪・Jt九州の大邸市における犯罪の検
挙率が50%台である。それに対して鹿児島・岐阜・山形などの農
村県の倹~$は 1 0偽台である。Eのζとはあ市の犯罪の発見が極
めて図建であるEとを怠味している。
(2)段 村
T .!s市の周辺島村
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都市周辺の島村では最近都市生活itの傾向が著しい。都市化の傾 られているjといった問題生徒同志の抱〈酪じ。 ・仲間からの絹
向が進めば盛村0)封鎖性・伝統性・等質性などの社会的性格がくず 介，あるいはけんか後の和解から。 。肉親の教育態!itの額似から
れ社会規制が弱化する。 ιのような地域に非行が多発している ζと ・ー般任・厳絡・不-Jiなどの・件居が近くにある。 ・夏休みな
が竹村 liの「広島市立tびにその周辺に関し非行車の比較並びに分 ど， r Jνパイ ト先が同じである。 ・純味が同じfよく気合:合う。
布謡JlJにあげられて指縞きれている。 ・そのIt!i。
イ 反社会的な悪慣習が残存1-，容認されている地銭 とれらの条件ω中でも家庭内の不安定・両忽の政任・学校生活へ
性犯罪は， 'ff~・夜ばいのような俳関しτ Jv-ズな慣習の酬 の不満などを閥的附している場合が最も非行集団として結合し
に起こりやすい。また暴力行為を容認しているような村落t(11暴力 やすいのである。とのように自然発生的な結びつきでできた集団が
犯罪が起とりやすい。 各成員の抑圧きれた認知・欲求不誌を解指するために 図ーの反抗的
E 非行集団
非行集団とは，ー 舵に怠学・F型経・墨行・破ijなど非行(犯罪行
為・触法行為・ぐ犯行為・その他の不良行為)を行なう集団をさす。
1 非行集団の分類方法
11年令による分類
・ 幼少~友~---中学 l 年頃まで ・青年3t.友型ー ・中学2年よ
り寄校生 。混合型一括の広い年令層
(2)行動による分額
・ 罪貿 ._ - -6i~型・暴力型 ・ 性~g型 ・非行深度一ー 遊il型・犯
罪型
エネルギー となり，学校・社会などへの復しゅう的攻患といった方
向をとっていくのである。
(21発生の動機
・居住地騒が同じ。 ・進路の同一。 ・幼なじみ。 ・卒業生
の誘惑ー ・4学佼在学当時札っきだった卒業生・学校卒業後不良化し
たものが同じ学校の後賞を誘惑するケー スが比絞的多〈みられる。
3 非行集団の内部総造
11集団締浩一集団成自は何らかの頚似性・同質性をもって
いる。
(2) リー ダー 一般に腕力主度胸のあるもの，織をみるに敏
なもの，知能の商いものが多くみられるタイプ。最近の傾向kして
(3)組織による分続 観して男らしくきうばりした性格・単花暴力で成員を制圧するとい
・結合のJv-ズな群衆型 ・結合度の高い凝結型 ・組織性の うよりもむしろ内包的にはある積の民主的リー ダー シァプ悼の処
明確な組織型，一番長制度 ・単一学校型・学技連合型 理に公平，図難な資任も自分で負う)の行使によって仲間のli望を
昭和3r 年答視庁防犯協少年IIの東京都内の調査で~中学生の
番長集問が多いととをm縞している。統計を示すと次のようになる。
第4表 東京ro内の番長集団10 8の構成主体
鴇成主体 数 百分比
中学生を主体とするもの 3 1 3 52.1 % 
両校生を主体とするもの 1 2 3 11.. % 
小学生を主体とするもの 2 8 3.9 % 
そ の {色 1 8 4 26.0 % 
針 1 0 8 1 0 0.0 % 
2 非行集団の発生
11発生の基礎
非行集団は非行化傾向をもつものの集りであり，壬れに加わって
くるも¢は何らかの意味における共通の条件・素地を有しているもの
であるeその共通条件を数多くの事例から拾いあげると次のように
なるr
l}るタイプがでてきている。
(3)役割・地位の分化
非行を重ねるうちに役割や地位が分化する。たとえば窃盗集団に
あって鳥見張り役・実行役・転売役などの行動面の役割， t)ー ダ
，ーサプリー ダー ， 幹部などの地位ができあがってくる。
総造にねてはセ Yトラルグト プとアウ トサイドグJII-プの
2 輔~または信制な中核体と周辺を国めている正規メンJ」，
きらにその外俳浮動的に出入する流動的な臨時メ J!I-:-'を含む3
iftM造のものもみられる。
14) ~大と 発展
T 粗暴な.iUI.件ー を帯びた闘争がやがて深刻化しliへの対抗
上勢力を固めるために多人数を集めて拡大する。
イ 最初から数名の非行者が中~体となり， いわば目的的K
m下となるものを臥収して拡大する。
ウ 非行性の強度の者が集団に加入してくるととにより， 行
動が悪質化し集団的発展の度合が大になる。
工 年長ilとの接触・とくに成人の反社会集団との接触など
を通して系統4むき~鉱大組織化されると共に行動が急速に悪質な
-学業成績が悪いー・学業不振生徒0 ・ m~ は教師から悪 くみ ものへと傾斜し非行が発展する。
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いずれの場合も集団結合は行動陀関連し， また行動は集団鉱大に なお，以上のほかに，(4官官責任性， (5感情也 (6'音示rt，
関連する.
(5)成人とのつながり
非行集団の悪質化 ・組織化はとくに成人とのつながりがなきれた
塩合において響戒を大にする必要がある。中学生の集団は直接的K1.的反社会集団それ自体主結びつくものは少ないと考えられる。
一般的な結びつきをみると
T 年長の依聡少年が中学生の集団の外部にあってとれをあ
やつるといった場合が多くみられる。いわゆる地縁の不良が中学生
集団の背後にあって，除に餓にとれを煽動し指導する場合である。
イ 組織自体は関与せずただ末端のものがいわば中間的存在
として個人的に中学生非行集団と接触し，ー方非行集団の方Eは勝
手にその組の名を使って威勢を自民るといった場合がある。
4 非行集団の心現的特性
(1) fわれわれJ窓議
何人かの個人がすべてとの 「われわれH いう仲間意識をもっと
きモttLは集団が発生する。逆に成員がこの意織を失うときその集
団は解消する。集団の成員がたがいにfわれわれjという仲間意迭
をもち始めると成員のJIl団-1じが進み集団への所属感・一体惑を強
化する。同一化や所属感が高められると集団基準が成員の行動や態
度を規定するようになる。集団への攻態はもちろん，集団の特定の
一人への攻怒や非幾も，集団成員全体へのものとして受けとられそ
れに対して集団として攻慾するζとになる。集明と集団のけんか・
集団袋力事件などの集凶非行の原因のー っとしてζのIわれわれj
意識も考えねばなるまい。との場合の各成員の気持ちは「仲間がや
られたからやっつけてや勺たjというような集団目標への積極的協
力から f持がやるというのに自分だけやらないのは悪いJr仲間は
ずれになるのはいやだからJといったような消極的なものまで考え
られる。
(2)閉 鎖性
仲間窓議が発達してくると同ー集団に所属する成員外の個人ある
いは集団を，自己の集団に入れないように俳除しようとする。たと
えば集問の中だけで通用する c.~ば(隠語)が用いられたり，身長
りや表情が行なわれたり， また独特の呼び名やニyクネームなどを
用いるのはそのためである。非行が具体化するまで近現者や関係者
へもぜんぜん察知きれないのはとの集団の附鎖性の世:めである。
(3)係名性
柴田がまとまってー 体となった場合，個々 の成員はしだいに自己
意識を失って， いわばその一体の巾にとけとんでしまう。 Eうして
各人は自己を無名の人として，たんに集団の一郎分としてのみ意識
するに至る。 したがっτ非行集団にあって吟成員個hの内面化さ
れて川良心の発動内皮が個人として行動する時とかなり異なっ
た形をとる場合が多い。
(7瓶批判性などがあげられよう。
E 非行集団の指導
1 非行集団指導上の留意点
(1) 事前に集団の調査・鼠察を十分に行なうとと
理論的にはいかなる集団でも，何らかの目的や原因をももそれぞ
れの過程を経てt構成されたものでああるが現実の集団をみると，そ
の~~は異質なものをもっているので教師はその集団にとり〈む時
民事前に十分な調査や観察をすると共にその集団をとりまく周辺
や背後関係などの情況をは慢してからかからねばならない。
(2) 教師集凶の組織化が必要
非行集団の術導の際に相互に協力できる何人かの教師集団が必要
である。 少人数の教師の活動には限界があり， いわんや教師個hの
プレーではその効果はうすし時区は逆の結果を生みだしてしまう
ととがある.
(3)家庭への働きかけ
非行集団の~或員おのおのは問題点の多い家庭・の子供であるの
で， 集団の指導とともに家庭指導も考慮してかからねばならない。
(4)箆峨関への働きかけ
地区における諸機関(密~ ・ 社会福祉事務所 ・ 児童相談所など の
公的協凪補itJ.協級会・町内会・8警団など)とのじゅうぶんな連
けいが保たれるようにf1l極的にi¥きかける必要がある。
Z 指導の具依的方法
(1)解体する方法
非行深度の深い集団は 「解体する方法jで指導するζとが効果的
である。新良市の締導セ'/~ーのカワ Yセラーは f非行集団は解体
するEとが原由lであるjといっている。実際に f解体する方法Jを
とりあげる崎色 1:04:うぶんな調査・観察をし，教師の組紋で解体
が可能であると確信してからでなければならないと思う。不じ串う
ぶんな体制で解体を訟みた括合はあたかもはいを迫うような結果
におちいってしまい，一服反抗度ω強い集団におとしいれてしまう
結果になる。
(2)包含する方法・転換させる方法
解体する方法とは立場を逆にするものであるが非行深度ω浅い集
団に適切であり，心現的発迷の段階からみても最良の万法である。
つまり集団から切り~そうとする鴎えをとらないで，そのまま集団
に定着させながら集団を受け入れ集団ぐるみで改善し，集団内の個
人をノーマルな方向に立ち直らせようとする方法である。 ζの方tf
をとりあげた思合指導者同非行集鴎の実態をは纏する止ともに，
その中に入り込まねばならない。その際徹底的に受容し理解する伐
一 品 7-
えをもち集問自との聞にじゅうぶんなラポー トをつくり， しかる後
に集団の中に入り込み指導を続けなければならない.ととで問題に
なるのはそういう指導者の基本的な姿勢である。ある特定教師の個
人プレ-1(.終わq てその人がいなくなればも止にもどるという結末
では好ましい街導とはいえない.その点教師相互の意志統一・研修
が必要になqてくる.
t，i:~こ転後させる方法であるが非行集団の反抗的エネルギーを/ー
マ仰なものに転換していく方法である。中学校では生徒会活動・テ
ラプ活動などが考えられる。役相jを通じての栂互の協力活弘スポ
ーツを通じての健全な余眼情動は快遮な気分をもたらい責任感を
培かい今まで~失し ていた自信の回復t :大いに効果的である。とと
で問題になるのは非行生徒の多くは情緒不安定で栂気に欠けるとい
うととである。その点じゅうぶんな調査分Ifrのもとでj~導してい〈
ととが必要である.
(3)個人カウンセリング
非行集団に入っている生徒は何らかの欲求不酋や劣等感をもち情
緒不安定のものが多い.したがっ℃個人偶人を暖かく受容するカ
ウ/'-1<リングが必要である。
カウンセリ Yグをとをし℃集団の無名色無責任・無批判性に
うちかつてllI!性的行動すなわち， 良心にしたがって行動する自覚を
本人に得させる。
む す ぴ
非行集団をl旨噂するにあたって，まず考えなければならないとと
『もその集団の調査・分析である。調査分析をする際の項目をまと
めてみると，
・交友関係 ・集団結合の共通条件は何か ・どの程度発展
している集団か ・非行深度はどの程度九どのような型の集団
か ・結合度の程度 ・他校または成人とのつながり ・家
庭ではどのように考えているか。
などである。次にEの調査分析のも止で綿密な指導計画を立てな
ければならない。指導計画を立てる際の項Rをまとめてみると，
・その集聞をj旨導するために何人の教師が笛力できるか ・地
域の各種織慣との連絡・協力はどの程度可能か ・ ~行集団一人
一人の家族への勉きかけはどの程度可能か・ ・中心となるIlt導教
締の時間的余裕とカウンセリングのlt術的な能力はどうかg
とれらについ℃十分なる験討を加えて指導方法を決定しなけれ
ばならない。指導方法として考えられるものを示すむ
・解体する方法 ・包含する方法 ・転換させる方法
いずれの方法叫用しても個人カウンセリング，グトプカウン
セリングが綴隠となる。また一番大切なとと民教師相互の意志統
でーある。
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